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福島第一原子力発電所現地確認報告書 

 

１ 確認日 

令和６年３月５日（火）  

 

２ 確認箇所 

免震重要棟集中監視室 

 

３ 確認項目 

３号機圧力抑制プール（Ｓ／Ｃ）内滞留ガスパージ作業の実施状況 

 

４ 確認結果の概要 

３号機の圧力抑制プール（以下「Ｓ/Ｃ」という。）内には、事故時に発

生したガスの滞留に加え、水の放射線分解による水素ガスも滞留しており、

東京電力では、滞留ガス中の水素によるリスクを低減するため、昨年１２月

に、３号機のＳ/Ｃ内に滞留しているガスをパージする作業※を開始した。本

日は、パージ作業中における３号機の原子炉格納容器（以下「ＰＣＶ」とい

う。）内の圧力や温度等の各種パラメータの監視状況を確認するとともに、

作業の現況について聴取した。 

（図１）（前回確認：令和５年１２月１９日） 

 ・現地確認時、東京電力の担当者が集中監視システムにより、３号機のＰＣ

Ｖ圧力、ＰＣＶ温度及びＰＣＶガス管理設備出口の水素濃度、ダスト濃

度、希ガス濃度等ＰＣＶパラメータの推移を監視していた。（写真１） 

・パージ作業中の３号機ＰＣＶの各パラメータを確認したところ、異常は認

められなかった。 

・東京電力によると、これまでのパージ作業により、３号機ＰＣＶの各パラ

メータに異常はなく、Ｓ/Ｃ内滞留ガス中の水素濃度は、当初の約７５％

から約７２％に低下したとのことであった。 

・また、本日は、８時２０分から３時間の作業で、Ｓ/Ｃ滞留ガス６㎥をパ

ージする予定のことであり、当面の間、日中の時間帯で同様のパージ作業

を継続するとのことであった。 

※３号機Ｓ/Ｃ内滞留ガスパージ作業：原子炉建屋１階に設置したガスパージ設備

（隔離弁、圧力計、流量計、ガス採取弁等で構成される仮設設備）を介して、Ｓ/

Ｃ頂部とドライウェル（Ｄ/Ｗ：ＰＣＶのＳ/Ｃ以外の部分）を接続し、ＰＣＶ保有

水の水頭圧により、流量調整やガス採取を行いながらＳ/Ｃ滞留ガスをＤ/Ｗに送気

する作業。なお、Ｄ/Ｗからの排気は、ＰＣＶガス管理設備を経由し、水素、希ガ

ス及びダスト濃度を監視しながら大気放出されている。 

 

 

 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/uploaded/attachment/609359.pdf
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（図１）福島第一原子力発電所構内概略図 

 

 

 

 

（写真１－１） 

 ３号機ＰＣＶパラメータ確認状況① 

（免震重要棟集中監視室内） 

 

 

（写真１－２） 

 ３号機ＰＣＶパラメータ確認状況② 

（免震重要棟集中監視室内） 

 

５ プラント関連パラメータ確認 

  各パラメータについて、異常な値は確認されなかった。 

 


